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概要

ノ
〆

将棋のような複雑な問題解決では、先読みしきれない膨大な局面に対する論
理的思考を補うために、人間は経験に基づく直観や大局観を利用した思考をし
ている。本研究では、将棋におけるある局面において、人聞がどのように考え
て、次の一手を決定していくのかを詳細に調べて、人間の直観的思考のメカニ
ズムを明らかにしていく。心理実験の結果、アマチュア 5級程度になると、す
でに上級者と同様の思考過程(将棋対局者スクリプト)を辿れることが明らか
になった。また、上級者になるほど大局的に局面を見ることが出来るようにな
り、注目すべき箇所への言及が多く、深い先読みを行う以前に、有力な指し手
であることが感じ取れるようになっていることがわかった。

Abstract 
To make up for the logical search for huge amount of situation, human use 
intuition and “Taikyokukan" (that is a kind ofthe feeling to judge the tide) in 
thinking about the complicated problems like Shogi. In this report, we 
examined how human thinks to choose a move on some situations of Shogi. 
As the results of a psychological experiment, we find that the beginners who 
ぽe about amateur 5・kyuuthought by the same process (Shogi player script) 
of the experts who are about amateur top level. Experts tend to think on the 
wide view of situations about Shogi, and talk about the relevant point of the 
game. They can feel the likeliest move more sensitive than beginners, before 
they check the move by guessing it. 
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1 .はじめに
チェスのコンピュータプログラムが人聞を破り、将棋のコンビュータプログラムも着実にそ

の棋力を向上させている。しかし、その進歩は、人間に対する認知研究の成果によるものとは
言い難く、コンビュータに乗せるの評価関数のアルゴリズム的改良やコンピュ}タハードウエ
ア自体の進歩によるところが大きい。

チェスに比べて将棋は、可能な局面の広さという点でより広く複雑であると言える。したが

って、計算速度の速いコンビュータであってもすべての局面を探索して、問題解決を行うこと
は殆ど不可能である。まして、人間の計算速度で、膨大な局面を探索して、次の一手を決定し

ているとは考えにくい。この膨大な探索を補う手段として人間は、局面の優劣を評価するある
種の大局観や、局面を見ることによってひらめく直観などの経験的な思考を用いて、この複雑

な問題解決を行っていると考えられる。

この大局観や直観を人聞が獲得するには、多くの対局を通して得られた経験が重要であるこ

とは、一般に言われているが、いったいどのように直観や大局観が働いて将棋といった複雑な
問題解決に生かされているのか、また、どのようにこれらの知識が獲得されているのかといっ

た点については、十分に明らかにされているとは言い難い。人間の思考がコンピュータの思考

と違う点も、まさにこのような経験的知識を持っているか否かの違いであると言える。
従来の研究としては、チェスでは、初級者と上級者に対する盤面の記憧の研究として Chase

らの研究が有名である [1]。また、囲碁では、 Raitm姐がやはり記憶の実験を行っている [2]。

しかし、将棋に関しては、思考や記憶に関する認知科学的研究が殆どやられていないのが実状

である。論理的思考と直観的思考の両方を駆使して考える将棋という題材は、認知科学的思考
研究の好例であると筆者は考える。

本研究では、将棋を題材に挙げ、様々な局面において、アマチュアの初級者から上級者がど
のような思考過程をたどって、次の一手を決定していくのかを、認知科学の伝統的手法である

発話プロトコノレ分析を用いて調べていく。

2. 実験の方法
アマチュア初級者 (5 級程度)'"アマチュアトップクラス(学生名人、アマ名人クラス)の

各段階の 1 3名の被験者を用意した。内訳は、 5級程度 2 名、 1 級~初段程度 2名、二段程度

3名、三段程度4名、四~五段以上 2名である。

これらの被験者に対して、将棋の様々な局面を提示して、次の一手を考えさせる課題を課し

た。制限時間は特に設けず、「通常の対局の一局面と考えて、自分がこの局面を持ったとしたら、

次の一手をどう指すか?自由に考えて下さい。 J と教示して自由に考えさせた。指すべき一手を
決めるまでに考えたことをすべて発話させ、発話と思考の様子は、ビデオカメラで収録した。

その後にピデオを起こし、発話データを分析した。

被験者に課した局面は、アマトップクラスのプレーヤー数名に、「様々な局面、様々な段階(序

盤、中盤、終盤)で、なるべく選択可能な指し手の広い局面を作って下さいJ という条件で作
成したもので、実践譜や経験から作成した創作局面である(付録 1 参照)。

全課題終了後、再度局面と自分が選択した手を提示して、「先後、どちらが優勢か? J r 自分
の実践なら、この局面になる可能性があるか?J 等を口頭で質問し、回答を求めた。

3. 結果
被験者をレベルに応じて、四~五段クラス (A 1 、 A 2) 、三段クラス (Bl"'B4)、二段

クラス (Cl"'C3) 、 1 級~初段クラス (D 1 、 D 2) 、 5 級クラス (E 1 、 E 2) と呼ぶこ

とにする。なお、各被験者の強さは、被験者相互の評価とレーティングなどを指標にして、お

よそ、 Al=A2 孟 B1 孟 B2=B3=B4 孟 Cl=C2 註 C3>D1 孟D2>El 孟 E2 の

序列が付けられることがわかっている。

-178 



付録 1 で示した 6 つの問題に対する各被験者の回答は、表 1 の通りである。この結果を見る
と上競者でも回答にばらつきがあり、難解で、選択の範囲の広い局面の問題を与えたことが示
されるだろう。実際、被験者は、次の一手を選択するのに、 10分前後の時聞をかけており、
このことからも、課題として与えた問題が、難解な課題であったことが示唆される。
この結果から、初級者と上級者で、形勢判断が異なるケースが見られた。例えば、問題 1 は、

上経者ほど、局面を悪く判断したのに対して、問題 2 では、逆に上級者ほど、局面を良く判断
した。

問題 1 問題 2 問題 3 問題4 問題 5 問題 6

A1 47金企 75歩ム 27飛O 59 角O **** **** A2 45歩企 75歩ム 45歩? 35歩O 86 角O 16香O

B1 47金. 75歩O 55 歩. 35歩O 45 歩O 16香O

B2 45歩. 75 歩? 95歩. 59角. 45歩? 1 6 香=

B3 77歩. 35歩ム 45 歩. 35歩O 96 歩? 1 7 香O

B4 26飛O 75歩O 45歩O 35 歩? 96歩O 1 6 香@

C1 47金O 24歩企 45歩O 35歩O 37桂O 14桂O

C2 77歩O 65歩O 45歩O 35歩O 41銀O 1 7 香.

C3 95 歩ム 35 歩& 45歩A 35歩O 75歩企 1 7香A

01 45歩O 35歩企 55歩O 35歩. 37桂O 14桂O

02 77歩= 45桂O 45 歩O 38飛・ 45歩ム 1 7 香.

E1 45歩. 38 飛・ 45歩O 46銀. 4 1 銀O 14桂・
E2 95歩O 24歩. 45歩O 58飛・ 37桂O 1 7香O

※なお、棋譜の右の記号は、形勢判断を表している。それぞれ、.…後手優勢、企・・・後手やや

指しやすい、=…互角、ム…先手やや指しやすい、 O…先手優勢、@…先手勝勢、?…形勢不

明、を表す。

表 1 :各問題に対する被験者の回答

ぐ'/111データか6>
思考過程の発話デ}タを分析する。問題 2 における、初級者と上級者の典型的な二人の発話

データとその時系列的な分析は、以下の通りである。

【問題 2]
「マ 7 五歩」まで

断 1 1 1 舟憧慢ゆ|ー
|1 1 膨降|糊||ニ
||剛Iftlfil剛容||三
l1.1 1 眠障1 1雷同
幽|宮崎1 1 I 幽|五
|1 1畠|畠|畠|畠l創出|六

'\-1 出|峰晦|脳||七.
匂|晶峰晦1 1 1 峰||入、
口噛極圏 1 1 1 1 I岳|九島

{潤.2: E 2(/).11'データJ

…ヲル…ヘ É/l!J/lM'o É/l!J"'/~…"0 '5-，ι …"~~ð5Æ 
~. ~i6. ヲ-N"・H・ 6EIÞ，だと. 2二 (8ノ((IJ"'."?) 舟，Iit-

1il~/="""2二 (8ノl)'管'Iit-Iil~~‘・ 6/l!J(?)st~~，だとぐ???

>-IilIÊI6t:~で…・・8ょっと11μ'~'o 7E!J併で'~/=7 /l!J1Þ~ 

Eヲとず・Ð~~ 7E:歩"(!. 67t1Þ~1Ik~，必Nで'. Iillll=. .~ぶ

つIt61tで. /fIJ1I ・ 2ニ (8ノl) 海'Iit. /IIJ~. …"ð5. 8ノlか…

…ご1t'6~ぞタ~JK~(ずÐ~i6o~tY;Ð~ずÐ~. 4EII~'o 4 

EII"(!. 4 /l!J1f~~'5-1f~6. �5. 4/l!J1f. -t-Itだった62/l!J

S告とItμで"つでμ， 'ø~‘・ 4EIII=4二'1f~~'5-1f~6. 6 

EIÞ~IIk~必ゐで. ぞJ包でIIIit~Ø3f手T!.ぐ~"~‘1j:o ・・・・..~.

4 /l!J，響とか2二舟~'6 2/l!J1Þ ・ IilIÞ ・/if"'.-2:=1Þ ・ 2ノl"'•• 
-t-Itか6. 6EI゙. 16. -t-1t~'6 67t1Þ~1Ik~，必NT!. /fiJst/~1I 

d悌'taÐØ~'o だか6!iiJ.~t.， で'. ......6E. -111/11 ・ 2ニ (8ノl) 舟ilito ....・ '7古'1I/~~"'~~'I6.
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7合t~/;t. ，智'iJ ft常'Æ.r，;.-<r，;.-~o ðすがにr，;.-(， IJ: r，;.-ð50 やっぱIJ 4EH.か 7EtJ告。…"5EtÞ. 5EtJ. {i!� 

8 ・ 5JttJ降、 5Jtt゙t'. 6/!!Jllt!: 'FiJf~ J: ヲ r，;.-6 、 5-，仏 84脅'iJfr，;.'(， liJ1o ......� ~んあÆ.-r 6 EtJ t!: I/Jl つ
で、 6E�. 6Eøl.ご 3E.海1it./iiJ1H.か'/iiløで. 6Jtllと ι で、 タ-N. ζ/1，/;t. ぐかδ5Cで3'iiJ‘-6

tJ1r,;.-> 0 6E，歩/ご. 2ニ. �5. 8ノlfIJlitで. /iiJl舎かr，;.\ご:ft/;to filJﾊt'. t; ~つéJlJr，;.'I6Cがす~Iアë.

ラー，心、 ず ("/=/ftぐ ???>o ご/1，t~-t ラ r，;.-!KtJ'ず-6r，;.'ð50 ・…・・ゃっ/;(IJ4E�iJ'6Jit6';-6. t'、 4E  

ø/.ご、 2二fIJ . 2/!!J t゙ . /ifI，歩 ./fIJ1R ・ 2EtJ. 2EIR1Iで......ð すが/ご'1RJ1l/BI IJぽで~r，;.'(， ItJ10 ・…・・8ー.

(， 1 ぎr，;.'IJ 2/!!J歩とれつで. 2/!!JtJ告・膚歩/ご.-tごて~6EtÞé/"; で. /ilJJlé tJ l /ilJø r,;.'63EflJlit. /.ご、(， 1や

-t(/)IfII.ご2E抗日....φっ/;(IJ4 EøtJ1r,;.'0 C -r->.&. 4Eøé ι でみ-6 é......2二J号、 6EtJ...o タール.

~/.ご2/!!JtÞ つで.~ぐJFt ð5 IJぞタ r，;.-. /ilJtÞl.ご2二tJ . /I1J3i...... で6EtJ/fté'5かr，;.'o f1JìI/.ご'3itl:lぴぎだ

tf:ft/;(..... ・ ζ:ft l;t.. ・H・ターベへ(， 1(, 1のかr，;.'o � IJあ乏ず'2 /!!JtÞé~(， 1 でみ-6 ζ é/.ごι￡抗(12が 14tþ)

ぐぐ'JI13(/)jß/1，>> 0は、変化好ましい、 x は、好ましくないという僻価

1. 1It!f! (ﾉ/!!J /III) につ(， 1でd).Jt

2. 65歩(/)~ftのお1t (65抗 88J考減、周'3i'" x 

3. 75tJ陸(/)~ft(/)MIt (75抗 66tJ./iiJL 6511./iiJJI. 88f1Jlit. /iiJ3i… x 
4. 451$の~ftの'MIt (451$、 44J考 (22舟') . 2 4 tJ. /iiJtJ. {ii];溝、 23tJ. 281R・H

(451$. 42)考 (51 f1J) 、 65tJ... 0 
5. 771$のMIt f1JtJ(~A.r，;.- ぐ r，;.'-6

6. 4 5�tJI7 5t゙ 

7. 5 5tÞQ)~ftQ)MIt (55歩、 /iiJJI. 5 6 tJ… x 
8. 65tJ量Q)llftの厚'M1t (6 5 t゙. /iiJ�. 3 3海尻、 /iiJJI (/iiJø) 、 6511... 0 

(65抗 88f1Jlit. /iiJ~'" x 
9. 4 5ød)~危Q)厚IAIt (4 51$. 2 2怠 24 tÞ./f!JltJ.{ii];潟、 23tJ. 25加…

Iα 24 tJQ)~危Q)MIt ( 2 4 t゙. /f!JltJ、 65 tJ. /lII1I (/lII�) . 3 3 f1Jlit... 
11. 451$の'~ftQ)厚'ßtlt (451$. 22)軌 65tÞ…

12. 2 4 tÞQ)~ft(/)厚IAIt (2 4 t゙. /iiJt゙. 2 2 tÞ、 /iiJ3i'" 0 

13. 24 tJQ).決定

(81J1I2 : B 1 の'RIIデータノ
ごごで考'A.-6の/ft. ~式 1.ゃっ t;-r->(， Iftr，;.-(， Iのl;t6 5 tJ t!: I/Jl フt; 1由タヲ5t'. -t:ft/ft ，.ゃっ容やれft

r,;.'(, 入手/1，/;t-!KI.ご舟~.ë宮北で'. �ltJrtftl;J 6:ft-6 ムぞ:ft で.1$11.来r，;.-(， I で'IItJf66/'ご"とtJfフでt.

76tÞとかI/Jl IJ必 ~:ft-6 ぐる(， 1 でt. (， 1つでt39f1JQ)øt ð5-6 ι 、 IIJFQ)!EII，段、./6.(， 1 でず必ずル

ヲ5tJ(つれて'r，;.'(， 1 ι 、一方'19/.ごJit6'; 6 /1, -611/161.ごr，;.'-6iJ I 6. 65tJél/Jl-6の/;tiIJ-'Fの注文ëJsIJ t'-1Iゃっ

ちゃれfアtJ.-(， I -，3Eだと孝之で.~ず. g，みJゆるぽf;7j IJII/..; で. tþlf)/，ごð5-6Q)/ft. 11:.'JF t iJ' IJ iJ' IJ t' Jit 6'; で~
で(， 1 -6bげだö'6~ -1'ラ 116.1111.ごごっさ ~lk6';JIJすごé/;tt'~tJ..(， ItJ 1 6. ア.，に重苦It/.ご15jQ ごétJf. A. 6:ft 
IJllt/.ご/BI/1，-6ルだった6/ii1C~でる 65tl/Jl-6ゐC~r，;.' ぐ τ、 75é (， 15手t 111'iß/.ご*A.-6ゐです

よお、停でかつて(，1ラι 75のtJt76/.ごI/Jl IJ必 ;J::ft-6 é. ølltJf85iJ・ 6é'つtJ‘fごぽお-6!1i/.ごす("{.ご

77/.ご11/(， 1 でぎ t;-r-> 5か 6. 761.ご'I/Jl IJ必 ;J:/1，-6手 ~/lIifJ(tJ..~ゃれげなれと孝之で.がι で65Q)歩が6

61.ご滞ぴ必ゐでぐ Ð(/)ぽ'ßI//.ごIIl/J8él/JlつでI:l/アI;(J]I//'ごrタ t!: (， 1 タごと/;tr，;.'(， 1か 6. だか675tJél/Jl-6 JF

~孝之 ;J:ず t:宏、 JM/.ご 75tJt1/JlÐ J.夕、 35歩. /iiJ:歩tλ/1，で>>1675歩éI/JlﾐfJ'� fJ・ð5Ðゐです>>に

まずぽ75tJé考'A.で. 35歩つで~ぐQ)必tlk&; -6ゐだった6 (, 1(, 1ft t!:'. tJ咋つで信号51.ごtÞ~JlTι . ii!

に36tÞéQ)/;(ð/1， で. 36tJI6 3 6tÞと突か:ftt:: IJ ι で'øt!:16b:ftt: IJず-6MlIJt 4fÆ. 6 :ft ÐtJ‘ 6. 3 

5tÞ/;tOÞIJずiJ'(/) 1111:iJ16. i合 ":J/;fIJ75t゙fJ(-lIo -l'タ ι t: 6.fltJFと ι でt. ごごぽゆっぐ IJ ι で

μÐb/アfご/ft(， lfJ‘~ぐ r，;.-Ð、 t 夕、 2歩tllιτμÐb/アだか6. IØつど Ij[，; で(， I)を 6.ど tJ，'Ð/;J，うが t)だ

か 6. t タ ITど一手t'1Rぴ必ゐで#で (66!Þ) . ご:ft/;t~ð5. f1J/.ご庁ぐの/;t:l\.JFt'. /liJfIJ/iiJJ8 391.ご
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lliðiz， ~tt終わってι~5ので.JHで.1Ikつでご ζ で/D手;j(. ~手tJ;ktYJr.nずやれItr.;.-{， I/プ乙 1 tPι;jl r.;.­

{， Iかる、 1 tP~1f;溺/ご8ぎつで. J;ktYJ~lrIltr.;.-~ゃ (， l/tr.;.-{， lhげで. 65tJ併とか庁つの1;t-t-iz， f;tll l:J 1ft{, If.ご

r.;.-~ ι .11すiY~か6.ζζぽ店ぐ. É!~/.ご'JH~，s:フ/アでぐ~. tt ，{!j{， I~ず。 t ι.ζiz， 若11'つでι~ヲ

ι 司令'Nf;t~ì士ごiz，;j(*ø手で. ごiz，んt)考JëlAðiz， で66 tÞで/Dt!Jf;t~~ttJ!({, I~l九 6 6tP/f!f/Jt3 9)替

でζiz，t ~t:.!!Ir.;.--.:p でみ‘ι~{， l{.ごr.;.-っ多ゃタので. JH~，S:つItでぎたときに'1Ik.fJ 司E/;tltlJ で、 ζごで

Nf-l6f;t55tPって舟'iI~.J/:.tYJ でι~ヨの';jr/D.:pø，舟;j (A官接*.fJ tt !lJ{, l;jl 6.J/:.tYJでι~夕、ぞタず.fJ tt /D

.:pf;tll ~ lIk .fJ ぐ 6 {, 1 't". /iiJj含とlIkつで.ごタ{， l ヲ16 1.: です'a {ß，だった6Jf.:p ~If:s t= {, 1 です。停でかとS

った 6. jF簿ι で-lJ ι . .Sf;tゃっf;f~人Jf~匡のf{1 ラ;j(.手:j'{， lか 6. l!ijff:った 6j番手安婦:st={， B ってZ

ラJ!;j(すÐa だDI 6、必めの'/!I!II/J17でl;t7 5歩iJ壇家JウだとJ!JL l~ず。 (4 が 55 1Þ)

ぐぐ'ROØiliz，>> 01志、変化好ましい、 xl;t、好ましくないという際価

1. 6 5~量のi!fJÊ (J考'JëM~のJr{t/.ごつれてØ'R. 39舟や'J;ktYJ;j嚇ぐ事への'R)

2. 信手ø~をめがギヅギグのJ;k，めであ .fJ ごとの'11.

3. ;jjlf (jfltf.ごlëJ~) と{， I タI8JÊ

4. 75~告;;(/11-16 ( 7 6 t゙ tt lIk 6 iz, ~ tt ~れほとへの'R)
5. 75tÞのJr泊r:ØIkIt (75 t゙. 6 6 ~辞. /iiJJI... 0 

6. 3 5 tPØIllftのIklt (35tP. 周歩、 75tP・.. x -tP;j匂をめにMhiz，.fJ14111へのZ反J

7. 75tPØJ!f{tの'ilJlklt (7 5tP. 66 tP. /iiJ)考… x /iiJ ft Iit，、 39ft)

8. 厨rJ/{~をのJ!f{tのIklt (75tP. 66tÞ、 /iiJJH. 6 5 JH，、 [iiJJH... x 88ft、 …. 6 6 tP. /iiI~. 
39舟J

9. 65JHlをの'Jr{tøðtlt (6518. 5 5~量、 6 618. !iiJJt... 0 

10. Jf.:p1r/lJ，の'Jt (~陸線、 IIISﾘ!6 � ) 
11. 7 5~辞の災定

二人の発話データを比較して、まず共通点を挙げると、どちらの被験者も目に付いた候補手

をもとに先読みを始め、適当なところで評価を下し、また別の候補手の先読みを行っている。

そして、最終的に最も評価の高い候補手を指し手として決定している。この流れをフローチャ

ートにすると、以下の図 1 のように表現される。

局面提示

国 1 指し手を決定するまでの思考過程(対局者スクリプト)
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この結果は、筆者が行った別の研究[3]でも同様の結論が得られ、将棋でアマチュア 5.......7 級

程度になると、既に将棋に対する基本的な考え方の枠組みとして、上記図 1 のような対局者ス

クリプトを獲得していることが指摘できる。ちなみに、この枠組みは、現在、さらに初心者(将
棋の駒の動かし方を覚えたばかりの人)に対する発話思考データでも確認しているが、将棋を
覚えたら殆どすぐに獲得している枠組みであることがわかってきた。
一方、両者の違いは、大局的に局面を捉える発話の量という点で顧著だった。上競者になる

ほど、局所的でなく大局的に局面を捉えることが出来るようになり、大局的な発話が多く見ら

れた。発話データ中のアンダーラインを引いた部分がそれらの発話に当たり、局所的な手の先

読みにとらわれず、局面全体、一局全体を発話が見られるようになってくる。それに対して、
初心者の思考過程では、思いついた手を中心に先読みを行っていって、あまり大局的な発言が
見られないのが特徴であった。

また、上級者になるほど、指し手の善し悪しの判断が速く、 B 1 の発話例では、最初から、
65 歩は論外であると考えていて、 75 歩以下の変化手順も良い手と悪い手の見極めが早く、

その判断基準も、角打ちの隙が多い自分の陣形や相手がかなり無理をして攻撃しているといっ

た大局観によるものだった。大局観が形成される過程として注目したいのは、付録 2 のB2 の

発話例に見られるアンダーライン部分である。 B2 はここで、 A2 、 B3 との実戦の記憶や後

で自分が行った研究手順を基に、思考を進めている。この過程は、判断基準となる大局観が形

成される一端を見ることができる発話データであると言える。過去の経験から、ある局面とそ
の将棋の結果の記憶がセットになって蘇る。もしそれが敗戦につながっていれば、その局面を

避けようとする指し手を選択するだろうし、逆ならば、その局面に導く指し手を選択するだろ
う。上級者と初級者の大局観の違いは、この点であると言えるだろう。

先読みの深さに関しては、 A.......E の各レベルで平均的にそれほど大差はなく、初級者でも、

7手から 1 3 手ぐらいの先読みは行っていた。また、逆に上級者でもそれほど深く先読みをす

る訳でなく、大体 9 手.......1 1 手:t 5 手程度であった。違いは、その速さと正確さともっともら

しさで、初級者の場合は、 7 手読んでも、読み自体に誤りがあったり、あり得ない先読みを進

めることが多かった。

4. まとめ
今回の実験を通して、将棋のプレーヤ}は早くの段階から、「対局者スクリプト J といった将

棋の指し手を生成するための考え方の枠組みを獲得していることが明らかになった。また、上

級者ほど、局所的な先読みではなく、大局的に局面を捉えることが出来ることがわかった。そ

の大局的な視点を持つことによって、良い手悪い手の判断が敏感になることもわかった。

読みの深さの点では、初級者も上級者もそれほど大差はないが、正確さもっともらしさの点

で、かなりの差があった。これも、大局的な視点を持てるかどうかの違いであると言える。

.. #:JtM 
[1]Ch剖e，W. G. & Simon, H.A. :"Perception in Chess" , Cognitive Psychology, 4, pp.55.81 ,(1973) 

問Reitman，J. S. :"Skilled Per国ption in 00: Deducing Memory Structure from Inter.Respon闘賞mes" ， Cognitive 

PsychoJogy, 8, pp.336・356， (1976)

[3] 伊藤毅志: r将棋の感相戦に見られる共同学習過程J ，日本認知科学会第 1 5 回全国大会、 pp.80・81， (1998)
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付録 1 問題集

【問題 11 
「マ 4 四飛までJ (先後逆)

働側 1 1 1 1 瞬ゆ|ー
||時|国暗跨||ニ

|1 I lfilftl嘗|剛容|三
ltrl I I I 働 I 1| 四
||糊 1 1 Iftl I|五

電~I畠1 Iftl畠|亀|畠I I 1|六.
噂||畠|晦|畠I I畠1 1畠|七、
叫陸軍|会直樹|犠||入8

0峰雄1 I I I 1 峰崎|九三

【問題 2 】
「マ 7 五歩J まで

ゆ1 1 1 1 崎憧!韓|動­
lI 1 膨骨|間||ニ
||隣:1 Iftl劇場Iftl|三
||曾I I 闘|嘗I 1曾|四

|畠1 Iqtlftl 1 1 1畠||五
|I I畠|島出|畠|畠I I畠|六

ゴd|畠|峰倒肱I I|七.
m l畠|金制 I I 峰| レ\.'-
。|岳髄国 j 1 I I 1岳|九暴

【問題 31
「マ 2 五歩J まで

陽I 1 矧 I I I I|ー
|憧際1 I I 1 I I動ニ
||曹|鞄暗|場|国 Iqt|三

lftl I曾;Iftl軍隊糊||四

=1 1 1 I 1 1 I管|曾| |五血
管|畠I I畠I I畠嗣 I I皐|六、
利 |畠I I畠| 晦I I I |七融
制|瞳喰惟.1 I 峰||八事
。|岳脳 1 I I 1 I 噛|九二
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【問題 41
「マ 7 三桂」まで

ゆI I 時I I 憧!韓:j4J-|ー
|断 I I 鯵時I I|ニ

|管|剛|悔I Iftlft1三
||噂lfi暗悔I I智I I|四
|Iftl 1 I I I I I|五
|1 1畠|出1 1 1畠1 111'¥-

fltl畠!畠悔峰出|畠I 1 I畠|七%

削|出血1 I 1 峰l l入.
01岳粧直1 I I 1 陣地|九ニ

【問題 5]
「マ 9 四歩J まで(先後逆)

惨劇 1 1 1 1 劇俳ー
||噂I I 断暗闇|ニ
|Iftl 嗣陽極鋼管Iqt|三

lftl 1智I 1 崎|曾1 I|四
|I I I畠也1 1 1 盛岡
|I I畠晦|智也|畠|畠||六

M畠出|峰| 降I I 1岳|七血
到底峰|亀1 I I 1 峰|入、

01岳幽 1 1 1 1 脳 |九銭

【問題 6]
r 1 七歩J まで(先後逆)

捌 1 1 1 I 1 I Ie1-
|I I I 剛陽園|ニ
|I Iftl 跨棒隅I 1|三.
障|血1 Iftl 1 ~暗||図、

軍||畠I 1 暗躍I 1 盛岡'"
fil畠I I I I I I I I |六独
断|僻I I畠|畠|畠|畠~|七岳

町 I 1 I 嗣晦国|八8
U崎1 1 I I 峰|踏峰|九二



付録2 発話データ倒

(問題2:82の発話データ}
ﾆ -鱧l!!1/IIJIII"o -.å~ìÞJ-Fご-Fごの1•• tJf�J.lJ 1fItJ.'.ル r!す'tJf. BtJ.'tJflà ìÞJ~ '1 ~ < IiJMI;tl:lJ r (, 1tJ.'(, 1� ;f 

ーと却の'.~Mで'tJはつで(， 1 .lJ é (， 1 ヲごとl;t/，lつで:t-!Þ誠;'ei!It.lJ é (， 1 ヲ =é r!. M揮'l/(tY; ~.lf61t

-t-7 (J.'JlftJfιますo l置ヲ I:=([)揮161;tr!型炉乱 2を ~tJ'lzl:〆{It!:滑C揮16ft-. ﾆ -1: ~ ~([)*$r!-IJI.(， 1 

A261:(， 1 ラ([)1: lIi ~ 1:全ご I:tJ切っで‘ゃっ1~'lIfl1Jr!~.IJIft-織ったÑr!ず.tJえラ~どlkdIJ làn仁つ

ぷ~/1.J:をよラ tJ.'Iè:盤tJf�J .lJ ([) r!，‘ごnl;t~ìÞJ. 示虜/ご歪IttJ.'(， 1ι.~μぎず:抱，，--Æーと.71掛éι でんt.

!Æ~~'jflア~If~llllずか. Æ-帰~Jlで'ltØIl~16.ってでず事. 3E!Þ ・ R挽で'l!ltJ~λ つで3/l!/t.ごI!l
で:t1Tでぶ漕手([).zi婦が'-.t.ごaぐ (I.lJør!. -t-ヲ(， 1 ヲ事E~I6.(， II:(， lé. (， 1 ヲJliIi(lÁ/r!ず'tJf. ~I$湖/ご

é'7 ι~ι .t 70 ぐぐぐ1/111>>>

ιかι -t-= 7.' 6パ渉éII/1tJllt. ﾁ/. -t-Itlt淘~tJ'o 8/lIfAt. /IiJ!E ・ 6;，\!ÞtJ'0 lk -:J1: 64ノt舟o ~-r(， 1 

tJ'o 4/llfかー'. ~-r(， ItJ'.ぐ'1'1'1>. 1/1.広が2古'iJl: 1ft.ご51(， 1 でJ.，'どと t!:' 7 (1.lJか(1. 3E!Þ. 厚'#1.

3/l!/1゙0 3/l!/!゙. 2ニ舟・ 2/l!/1Þ ・ /IIIIÞ ・ /iJ"'''. 2 Et゙ . 2合成広 2古''''''éμ タ([)I;t.lf.é!!ll:If 
tJ沙なぐで(， 1(，ゆ :t ιお(1(， 10 3 /l!/.に'1I4tJ甥つで.lJÁ/~'I� 4 EI!lM泡tJ官官椋 iJ.lJμ1;t2EI!l.部おtJ柑

縛?-Ño …・・ :t っと.IIl/lllに.IIl，に6EIÞ， だ'1ft!:'，ごItl;t'苦手øaみ，JI，にl;t~'lぞ 7 r!~ょっと、;f-é.

6Et゙. /f!iJ1!l1;t6;'\.， ぐiJ.lJ(， 1/;t6E~>. ごItI;tM訓.tJ'o ~EtÞ./liJI!i.;f -tt4ノl.tt~1ど~ラ

4~'A拶ft-fl. B3 i#ÑI:(， 1 タJlJJØ.Á1:1IiιたごとがSつで-l巴Itl;ttJ.'ﾁ/ tJ・9った'1è18.が~.lJtJ'Ià. ごntJ句e

tι でJ7，/~(， I (， 1ゆt~(flt t!:'. 6EtÞ. 局留、 Æ-4ノl.. 7六歩. 4iちだ'tY;だ~ I!ltJ甥ン~r!~'(' 1. I!ltJf1Eﾑ 
でtJ.'(， I(ft!:'t!:'ヨ ~'øtJ，~，. 3 EIfAt. /liJ1!l. iJ.lJ (, 1/;t/IiJII. 6片'!Þ. 7合'!ÞAt. /I!ill!l . /iiJI!lAt，、 /iiJ..1ó

ーで:t ζItl;t.席ご 7tJf-;$19.にぐ'1'1>4ノl.tJf.ぺ7J疋か6. iJ~1fφ.lJJlftJrι (1(， 1. 7 EIf~1Tフで:t.

-t-ヲ !IJ1.11lt.ご1;t，tJ'(I(， 11IØ~'Ø "'l.ただめかo C if'iJ 4/l.lt減Jt'ft'れ 6EIÞ ・ /IlJ1!l1:1;t6;'\.0 ζご r! 7

JttÞ./iJ~. 7合"/I11;t(， ゆだ~ =1t1;tl!ltJfi!ぽゲt:~t.ご''''.海.tJf.1Iι で.lJø武 8ょっと震列ψ.

ぐぐぐ1/111>>>

ﾆ-tt. 7EIÞ ・ 6月捗 ./IlJ. ・ 6E../IiI.. ﾆ -. C if'~'(， 1. 5Et゙. 5EI゙. 6六賞'. /ifJ~. 54 

歩ぽ4EI!l.がμれとごðl:lI~包 61t.lJØ 7.'， lk~~(' IJl(fι~'(， I. タル，i! つぎの3E~告とμヲ手l;t"'.. 

tJf(:アっこヲ不安定に(I.lJøで''''.. に16.(， 1~フゲ61t で'. 7片'IÞØlkIf ilJみが'(fつごヨ.ι (， 1. I!ltJ悌:抱で

ど .lJA拶/ご~'.lJ tt. 7 Jtt゙ﾘlk If品み r!I!lRMに(1つで'lkdIJ~つ~'lf61t.lJ 耳711I1tJ9I(， lo -t-ヨです弘 7 

E/f!iJtÞですお.ま;81;to (12 JJ 2411) 

(問題2:C2の発話データ}

7 5/�!1゙1;t6 61゙/f!iJ.. 651Þ，周'IIlt.ご. 88;管'AtIf /�!!E 3 3舟'tJ情緒(， 1 -Þ-t- 70 65/flt゙:t. 881fAt. 

/fl!E. 331f ~6 (， 1.ζ1t~'Á/tJ'iliÉJ ぐ~'i!-t- ヲだ'1ft!:'. IfRIAi!It.lJ�. /IiJ!Eつで'lkって'iJ'6.z'与Eで舟

1Tt:1t.lJ � (lÁ/tJ'Jf.みだ~'6. で~.lJ1II ~人 AIT~刃物，.iiJC if'(I(, IJlIlit.ごl;tι 1:(，ゆだ'1ft!:'. !/Iﾆ.lJ � 
ι1: 6 7 5/liJtÞtJ'・ 65厨歩'iJ't!:'-:J ~tJ't.ごιI:(， IÁ/ですIfι75/iJt゙l;t. 6 6 tÞ，厨rJ/I. 65tÞt.ご. 77 

IIØ;$~51(， 1~ if' 7é. 851!l. 86.. 88AAt. /liJ!E，、 331ftJrlíl-t- ヲ (lÁ/r!.. 75t゙. 66t゙. /fl 

11. 65tÞに. 55.-:J でぶつIf.lJ éμ 5ØI;t. ~守EØ.Áがやっぱ1ft!:'っかで'5l.~ ιI:/，凶 r!. 9Jtjﾘ 

歩:ttTJlt~ i骨ヲで.lJtJ喝、やっぱIfごごl;t.手の/， ,(, '(11ft.ご~'.lJ~ 7で'JIt~/ft!:'. 75/f!iJi歩のl;$tJr(， 1(, ，か
tJ.'iJ �. 6 6 t゙. /IIJ.. 6 5 t゙l;t. /IIJ....3 91f � (, ，タiFtJ場 If~ずかお39海ØJtj:tiJ lf -t- タ (lÑ r!.

ゃっ1~IfAR.，;tι危ぐ(1(， ，tJ'~'iJ � 0 とれタごとで・“強ヲEØft~.{， '1:(, IÁ/でやっ1~1f6 5IÞØ;$tJr• 
Ji ë聖子ヨです'tJ唱.. 65t゙.. .iIJ多ょっと 75/IIJ1Þ~!l/Æ I:Á/です1ft!:'. 6 6t゙liJ.I:6 5歩フでやるお

.lJ é , 57.t.ご8 81fAt, /III!E, 33ft，が~ょっとSι ぐで'. 9 ø!ÞtJfWItでμ.lJtJ‘ 6~ょっと 98!Eと

かφ.lJ é. ;!ず'tJft.ご851!1.éかで:tJllf-t- タ~.. tJf'ず.lJÁ/で'. ;!ず'/Jrt.ご'If ~ ~b'ft'.lJ ιか(1(，'tJ'(liJtt 

sヨルですIfι 66!Þr!6511-:J で'Iii.lJø~fII;fl:Á/ですがt!:'. =1t1;t/IiJII. /iJ!゙. 6611. 74!゙. 

6711At-:JロザØl;t'lj.t-:J � I!IlItJr(l{, 'tJ・ 6.. i6tYJ/:(, 'ØI;t65!if!ÞI:. 88AAt. /IIJ!E. 33A. 7 
71f -:Jでζ -:J ~Ø;$1!ißtYJでμ~I:μItJ・~'iJé("?C T!ず~ (8JJ25I1) 
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